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な出来事と言えるが､その業態は十分に明らかにされてい
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処分がなされたのかを知り得る史料が殆ど見当たらないた
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基礎資料として済い､及956-1965年度の審議結果を考察す

ることで､高度経済成長期前半における旧軍周地の転用と
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らかにすることを試みているO

旧軍済地など殿国有財産の処分に係る審議の場は､今村
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らかにした全国的な傾向とは異なるのではないだるうめ㌔

以上を踏まえ､本研究では二次史料ながら旧軍港市の旧

頗地の転摺状況を網羅的は譲摘 得る 『旧軍港市国有財産
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かにしているこの研究碁こ対し､本研究は旧軍港市という将
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この他､旧軍用地碍転欄に関する研究として､都市計 画

分野では､衆海地方の覇 堵汚市における旧饗用地転用を 扱

- ltiL･( . ･一 一････､ ･一･ ･

た今村ら 短oo瑚 3譲があるOまた､地理学分野では､関東

~ .~ . . ∴ ‥ .･●･ ､

い､E･- 1 . ･･ ･: .一･.-

IL.＼! . l .. _こい . -. ･ I､.‥

･∴ .･ .1.I::･; ･ / 1 . ㌦ J

図を傾いて転済済連を判定 し､市史等で転周過程を補足す
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ま ず 始 めに､旧軍港市 の樽 隆を藍 墜す るとともに㌔ 旧軍

港 市 国 有 財 産 処 理審畿 会が設 け られ た背景 を確 認 してお 宅｡

旧軍 港 市 4都 市 は ､ いずれ も明治 期に鎮守府 が置 索敵 て

軍 港 が 成 立 し､軍 港 の 拡 充 に伴 って発展 した都 市である 宅表

- 1きO各 都 市 に は 胞 粉の建 造 事修 理 を行 う海 軍工廠な どが
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上 が っ た 損 頻 4千 人 ､横 須 賀 359千 人 ∋O終 戦 に よ って海

軍 工 廠 な どが 接 収 され る と､ 多 くの 失 業 工 員 は散 郷 へ 戻 っ

て い っ た｡ ま た ､ 呉 と佐 健 保 は 空 襲 に よ る被 害 も大 き く､

躍災 面 積 は そ れ ぞ れ 50馳 a､17Shaに も上 った ｡ そ して ､働

く場と住 む 場 の 両 方 を失 っ た こ とで ､ よ 野多 くの 住 民 が 流
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海軍:E厳を中心とした企業城下 町 と言 え る 旧噺 で は 溝

終戦に伴って都市存立に関わる産業 基 盤 を発 っ た た め ､ 産
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都市に共通するこうした特殊事情を踏まえ､旧軍済地を有
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撃に旧軍港市転換法が制定されたoそして､旧軍周地の転

用については､旧軍港市国有財産処理審議会にて審議する

こととなったのである(630

2.旧軍用地の立地と1960年度まで帝転用概況

史料の分析に入る前に､充棟省の既往調査結果 7)わら旧

軍港市逢都市に旧軍周地がどれだけあったかという立地状

況と､ま9翻年度までの旧軍用地の転用状況を確認しておくo

mき旧軍周地の立地状況
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などの学校施設､海軍飛行場､海兵団抑兵営のほか､砲台
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なむ磯演賀であっても1,指亜炭という莫大な畳であったむ

第 3師団司令部が置かれていた名古屋の旧軍周地が約

25馳aときれることからも､旧軍港市4都市肴こ残された旧

軍済地が如何に大きかったかが分かる鞘｡

ほ う1960年度までの旧軍用地の転用概況

旧軍港市ヰ都市に存在した旧軍属地のうちi粥0年度まで
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横須賀 呉 佐世保 舞鶴

･軍巷設置年漣1十 18糾年 1889年 1889年 1901年

罷災面積漣2十 - 509ha 17iha -

人口推移結3十1940年 193千人 238千人 212千人 86千人
1943年 359千人 仰 千人 288千人 86千人

1945年 202千人 152千人 148千人 抑千人

1960年 287千人 210千人 262千人 100 千人

(注11鎮守府が開庁した隼とLfl,

(注2)建設:B編 炉配)ミ復興誌 第1巻』桓p.161エコ､(酎l都市計画協会､195
午)の坪表記を1坪-3.3m二として換熟

(注3)各市Lり統計書より｡横須賀では 195O隼に逗子が:'JTBlfしている｡

世保では1954-58年に6円が合併している｡舞鶴では1957年に

町が編入されている¢
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(首相 大蔵省財政史室編 『昭和帥牧史一緒 姓 う亘)講 師 圭で -第 19巻

紺 』 (p.338､東洋紘 離 硝 ま社､1り7細 工) よ り作乾

年度時点において多 くの 旧軍 用 地 が 処 分 さ れ ず をこ残 さ れ て

いたことが窺える晒 (図-1)Oそ の 理 由 の - つ と し て 考 え

られるのが､旧軍用地の栄軍基地利潤 で あ り ､ 基 地 問 題

返還跡地の活用問題として､今田的課題 と な っ て い る ∈

- ､､ ､.

次に､転用済遠をみると､旧軍港市凍都市では､

外の場合に弧4%を占めた自稚農創設分は373%を

-･: ∴I.一㌧･ ･･:II:､.I.卜 .I .lt小 ､

学校施設済 毎.0%)など､都市施設の整備のために転済さ

れた旧軍済地の割合が大きくなっていることが分かる 腺

こ . : ･ ･･･ 1- ､､ ･

摺地が少ない理由として考えられるのは､旧軍港市4都帯
i..､. ∴1. 1 ∴■! . ∴-. .

馬育成期 がなかったことであるO
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して都市施設の割合が大きかった点などが指摘できる0

3.旧辛甘三地の主云;:!il･-.:l連

を吊 転用済途別の処分決定件数及び面積

1950-76年度の旧軍港市国有財産処理審読会 (以下､審

議会)において､処分決定された旧軍属地の転周済連を都

市的欄途9贈 ､夢精β市的用途3分類で集計した藍表-紘
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旧寮岡地の処頒 件は総計622件も処分面積総計 沼糾ぬ
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会で処分決定された案件の殆どが都市的涌途-の転用であ
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旧翠周地が活用されたことが分かるO

･.I ∴ ′ こ. ･ I′∴ごり二 ､＼､-hLL ､

件数 面積ともに約46%を責め監 軍需産業とも､う産業基

盤を来った旧軍港市では､旧軍済地を産業系済遠として措

済し､産業振興を図る必要があったと言える郡も

この他に件数が多く､面積も大きな頗遠としてほ､文教

･r＼り-1､lい:,.1hこ1､..-.' .i:日 .い--.＼卜Ll､ . ●I

-.､い∴ 3,り1..=ll.こ1､:.-‥ LI.I､く＼.さ‥1L. 二 ･
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を指摘しているが､旧軍港市4都市では官公庁系が27搾､

孔5haと少な約産が異なっていたO率j3磯蛋覇である旧軍港市

では､官公庁施設の需要が多くなかJBたためであろうO

文教系では､特に学校-の転済が72件､152.2haと多か

'- )川l:こL-.･､ ･ ･. ･･･

指摘しているが､中小都市である旧軍港市孝都市では東学

･l･.･､､:､ .､ ●
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のうち20秤､378馳aは上水道やその水源地であったO旧

軍港市4都市の上水道は旧軍済地の転用によるところが大

きかったのだが､この理由につむ､では後述したを㌔

このように旧軍港市4都市では､産業振興のため蔓こ多く

の旧軍済地を工場･倉庫-と転頗し､太目回復ととも墨こ必

要となった学校 (/打 率B高校)や公園などの生活遜盤の

ために､旧軍用地を活用していったと言えるO

は)都市別の処分決定件数及び面積

都市別にみると､横須賀がま99件､623haで件数最多､

3,9no ooo81L5㌔

【旧軍港市4都市】 【旧軍港市4都市以外】
頗医療施設用 Ej学校施設用

EM主宅施設用 pj道路用 E=その他公共用
田産業用 嶋自作農創設分 □その他

宣 2 -1960年度烹ての重云用用貴
(漣 仝団:所管換(｢自作農創設',)｣を除く上公手折冊弐二対し庁舎等とし
て処免 医療施設用:公共団体に対し鮭衆施設､保緯所として処免
学校施設周:学校として晩 住宅施設用:公営住宅 引揚者書戦災
者等の収容操投としての馳 その他公無敵公共団体に対し上記以
外の公雄 設として処免塵筆遷:予算決簸及び会計登臨狩棚 を適
用して産業等し/11備壁斬IJL7)ため処歳旦毘塁建昼寝:釧鴇ミ骨1設糊ll
措苗圭に基づいて農地として所管i亀
を資料)大蔵省財政史塞編『昭和財政慶一終戦から吉野口まで-第19巻』
(p.j45､斬､緯E.済軒押上1り78年~:-上より伍も､

､ ＼ ● 一､ - - →

ミ≡~･l. ~.･ ･一･ ･ ､ ･ .

都市においても､旧驚用地の転用が都職 碍整備に尭き

な役割を果たしていたと言える (図-3∋O

ここからは転用周遠について､面積割合から都市別に検

討していきたいOまず横須賀では､産業系 組6%きの割合

L.･ ~ ･､･､} 卜 ･一･. ･トー

も比較的見られたO大都市に近く､高度経済成長期の太目

急き留に対応する必要があったため､多くの旧寮用地が学校

や公園などの生活基盤の整備に活潤されることになったO

呉と佐世保は､人口規模､戦後の太目推移､篠脱などのバ

ックグラウンドは近いが､呉では産業系が6五%を責めたの

に対し､佐世保では産業系は比較的高かったものの23%に

義-2 転用用途別動員軍岡地の処分決定件数及び面積 (1950-19ア6年度∋
用途分類 件数 (%)面積仇a) 腐 用途の内訳

都市的用途605件(96,6%)官公庁系 274.3% 45O,為i庁舎(21) 国.特殊法人.府県.市庁舎(6).消防署(12).警察署(3)庁舎以外(6) 研究所t芸鵡会場(2),保安施設捻),研修所(畑通信所(1)
1,654ha(92.8%)商業系 6l1.鍋 3十70.2%商業.業務施設(6) 宿泊施設(2).商店(2)†結婚式場(1),事務所(1)

公園系 538. 167ー89.4㌔公園(53) 公園(50).墓地(3)
文教系 8914.2% 163-1;9. 学蔽(72) 大学(2),高校(15),中学校(31)./J､学校(22)†その他(4)十不明(2)

文化施設(14) 文化会館等(7)十博物館(3)†図書館(2).公民館(2)
運動施設(3)+ 運動場(2).体育館く1)

医療手酌上慕 3048% 14.3+0.8%医療施設(8) 市立病院(5).保健所(2).療養所(l)福祉.職業訓醸施設(22)職業補導所(7),福祉施設(5).保育所(3十度生施設(3).その他(
住居系 345◆4㌔ 58-5t3.3%公的住宅(15) 公営住宅(14),公社住宅(+1)

公的宿舎(4) 国家公務員宿舎(2),公舎(2)
一般住宅(15) 個人住宅(7).社宅(4L立退代替住宅(3),学生寮(1)

産業系 29246十 824.146.3㌔工場t倉庫(292) 工場.倉庫(292)

インフラ慕 497.鶴 393ー022十蟻交通施設(12) 道路(6),港湾(4),車庫(2)供 上下水道(32)†鉄塔敷地(2),変電所(2).無線中継所(1)
都市他 25T4. 25.21十4㌔都市的その他(24) 市場(9),宗封転受(5).資情宣場等6).野鳥工場(鉱毒愚論場(1)†屠場(1)

ラ精巧市的用途21件(3.4%)l27ha(7.2%)山林系 千一.1% 50ー12十的森林(刀 植林用地(7)
ヨ搾F稀他 守掬 為 0.10.O%ヨ持田亨的その他(1) 築堤(1)
軍事系 13緩 1% 77ー24.3%自衛隊用地く13) 自衛隊用地(13)
合計 626 1.781.6
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m き処分決定件数及び面積の推移

年 度 ご とに処分 決定件数 と面積の推移をみると､年産量こ

よって差 が激 しく､かな りのば らつきがあるため､-定の

･ -:･.‥ ∴ 1 .Ill ･.'こ ｣ I_-.1㌔ く ･~- .~:_

って件 数 と面積 を集計 し､その推移をみると､件数､面積

ともに減 少傾 向が見 られた｡ しか し､急減 しているわけで

･∴∴一.. '∴ 1Llh(1::辛 .~ -●.･･･∴
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じるこ ともあ 汐､ どの畢 代でも比較 的多 くの件数､面積が

!LIF'(l ､.一･l ト ー･- ･ ｣ ･ ･ .･

われ ､そ の間､旧軍周地 は都市施設 に転用可能な立地資源

と して存 在 し続 けていた と言 えるO

､ ∴ '''･' . ､ .･･･ . ■1

･. .,･ . ･言 l～:: ● ･･ ~3 - 1･
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高度経 済成長 とシンク ロ していた こ とが分 か る｡

_ ~. ､ ~ 'l: ､ ~.･-~ ､

1958年 代 で､特 に件数 が多いのが特 徴的で あったO面積に

対 して件 数が多いため､1件 当た りの面積 は擁 さく､i-魂

千 m2粗 餐の児童 公園- の転 用が多 くなっていたをほも二つ 目

の 山は 旦那0年代前半で あ り､件数は多 くない ものの面積が

太 きか った｡ これは大規模 な公園へ の転 閏があったためで

･･ ･ ･､I.リく.･･ ･:∴ ~二̀二 ･い . ∴ '∴

い)-H~･: ∴ -.'. -.､一･:･･l･ .r･ .､ 岡

地 が役 立て られた と言 える｡
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(2)処分先

旧軍属地 の所有者で ある国 (省庁∋ は､芝漫件 を3A%∋､

･､二1. I.く ､ ･ ､- .'･'･.:一･ ･ ′!･.･ l こ=
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などの手に津 野､利潤 されてい った ことが分か る｡ また､

処分先が公的機関であったか民間であったか とい う視 点 で

_.'･_::l●_;.‥ ･'∴'･/'･二＼':-‥･小､十 .､トこ叶､l●こ-h<

~∴ 一･､･.､･_､∴ ･3･･･':-:/∴33十 ..那.r ･.=1.h≡1L!

轟官公庁系 出 商 業 系

Ej医療福祉系 E]住 居 系

口都市他 EZB山 林 系

□ 公 園 系 E3文教系

田 産 業 系 mインフラ系

四 非 都 市 他 Ej軍事系
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図-4 処 分 決 定 件 数 及び面積 の推移

(ha)工場.倉庫(悼) (ha) 公園 (悼) (ha) 学校 (件)
16080

14070

12060

10050

8040

6030

0

0

0

2

1

0

0

4

2

0

(世
故

)

寸
ト
IO
L
6
L

6
9

-9
9

6
L

寸
9-09
6
L

6

SISS
6
L

寸

S-OS
6
L

30100
90
2580

20 70
0
0
0
0
0
0
∩)

6
5
4
3
2
1

5

0

1

1

5

0

(噛
朴
)

寸
L-
O
L6
L

6

9
-
9
96
L

V9
-
0
9
6
L

6
G

-
S
S6
L

寸
S

-
0

9
6
L

寸LIOL6t

69-S96L

寸9-096L

6
S
ISS6L

寸
S
I
O
S6L

図 - 5 主要転用用途の処分決定件数及び面積の推移

(注)凡例は､図-4に同じL,

0

5

0

2

1

1

5
<U



(杜1日本都市計画学会 都市計画論文集 ＼().Lt3-3 20LIS牢 10月
Jot/rfZ't/()/theCtl(tlPltm′77-llgI/JLYlZ'(I/TeQ′/-J(Jp'717N().43-3.Oct〔-bビ/:3008

･_=二･;･ .1･ ∴一一･. . ･ ..I_ '

村 ら 没輔髄 では､旧蟹周地形活済ほ公約利潤が中心であ

了､一 ･'.･.､ . l ･ ･

一･l: ､･ 一･ . . ●. :

･､ ､. -.∵､ ･･ . ･ 一 一

I ･ -∴ ･'!-:･､:∴･一 ㌦ ● 一 ､.. /

･‥ :I..∴二 十 i∴ ･ .∴ .･､. 1 . :

■ _ : L -1'.:･I . ,-一Il ‥

､3 処分方法

J ∴ ･ .･._.ミ■:･･､り'･.iI､こl~ _ ′,:I . ･
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の軌 0%､面積の 89.7%を責めてお 姿､処分方法の殆 どが､

譲渡あるいは譲与であった｡
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の譲与は､全て公共団体に対す る寮 件であ り､公共団体 を

処分先 とす る案件 259件の うち 82.6%を責めていたO 三の

∴ ､IL.I. L･ -･∴∴･ .･ . . ll.･ ■ ･

･.~､ ･I.:=､:i∴ 一'' :I . ･ L

酸磯 をこよる特別措置が役立て られたことが分かる｡
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なく､産業振興が必要であった旧軍港市であって も､旧軍

頗地における工場な どの立地促進は､旧軍港市転換法以外

での支援措置によっていたO

抱 き従前用途 (旧軍岡地の種類ヨ

口座名か ら判断 した従前用途 (臓寮用地の種 類∋ と転用

頗達 を照合 させ ることによ り､従前周途が引き継 がれ､有

効活周が図 られた案件 を確認す ることができ亀

. _･'･: - :､ ..1､m,､､･● ト.さ .5'15←:I.

毎5.0%∋が､海軍工敵 や軍需新倉庫な どを継承 した案件

であった｡ 責簡軍による簡 寮指定の解除後､残存す る建物

単級櫨が工場や倉庫 として有効浩潤 されたのであったmo

'l:::l':∵㍉閂 い ∴ . 卜 ､･ ､. ･

･ ≡: . ･ . i ･･'.∴ 二.:)-- Jl･･ ミ~-い..∴ ､
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撃は太規模な箪頗索道 を敷設 していた岱戦前か ら都市住民

. ･.､∴･∴ ･･.~､●一･､･二･､ - ･､ 一･ .､

､､ ■ ●ll::･-J‥'･; '. :~･･ 1.:

- I:･~..･'･ ､･i∵≡ _'∴1.1~:･ ミリごjこlH I､･

て､旧軍の学校や工員養成所が引き継がれていた恐また､

公営住宅-の転用案件において､工員等の宿舎が継承きれ

∴･L･.･11:' ●(.･一･･:.i):t!il･- '､､ ･･ .

終戦直後に従前周途を踏まえて建物などを有効活糟するよ

う転用方針が出されていた周連であり､1950車代以降も同

様に建物などが有効活周された場合もあったのである(19㌔

08. 100｡ 2045 30㌔ 40㌔ 50㌔ 60% 704｡ 80㌔ 90㌔ 100B｡

t)国(省庁)
E3法人.個人

因公共団体 EEj特殊法人･公益法人等
ロその他法人･団体等 □ 不明

図-6 処分先

(ラ;tl｢法人･個人｣しり ｢個人｣には､個人事業主が 含 ま れる:振放し!7｢個 人 ｣
-処分された場合もある.｢その(也法人･団体等 ｣ には､学校法人､社 会

搬 入などが含まれるQ

0801110!D 20㌔ 30uD 40% 508b 608り 70㌔ 80Bq 908p

∵占 -云 j l lー Fl 十 l ∵ヽ十lI t l l1111IIll
._豊と皇ー l Ll 量L 一一- 一 一一一111111 2

｢∴ i j i t† i 室 妻~ 蔓 毒/ 蓄

i636 tltも 韮 壬 二 三 土 日 !ビ∴l+妻 妾

q所管換 ES譲与 日報渡 E3貸付 m使用承認

図一 7 処分尤主

義- 3 旧軍港市転換法による特別措置
特5抽酎軌TI)内容･対象となる用途

【減馳 蝕1)】対象:公共[即=rlL

【譲与】対象:公ju主肝軽

旧磯野棚 葦の網を漸 るために威賓があると認める場合
激 窪めら転配 豊遜産飯3)
･公共方品iL(公園､運動場､広場､絹二他､溜池､排水転貸1
･公企業施設 Lt::_水道､下水道)
･港湾施設 (待合所､野暗唱､貯木場､貯置場､旬簸拘置場,怨と一､1
･教育施設 (小学校､中学校､高校､図書館､公民館I
･勧業揖蔓(物産展示会館､商工物覇碩別館､貿易胆輿会館､漁業会館)
･保鵬 (ごみ処理施設､し尿処理施設､保線軌 観 衆

｢鞘更所､火葬場､墓地､と畜場など)
弓二王会福祉施設 (r,EL競福祉右転貨､無料宿泊所､陶業訓練振,Iと1
1防犯防人右転呈(水上警察所､消防署､汚与ノし茸;'71く池など)
臼主1日樹 ヒ率は5割以内｡

(注が 学校法人の場合も適用可も
右往3)大蔵省管財局長から各財務局庁宛 ｢旧軍薄儀 に塞く国有財産

処理標準L,')肘嚇田目について｣(1974年5月】7El)

5.まとめ

･.- - 一一 _ .I_: ､'､･ ･l::.tl､

ちかに した全国的傾向との比較を通 して､旧軍港市ヰ都市

._.･. ■ --: い･.･ ∴ ･ ･ ･

lI5日'･冒苓巾∠用 ;柿 にお【づる!:Tl--‖漣 iC')二云完,EL･L:畠

1) ト/Ii:顔:_lJI.1川津 (J;I.･t=漢 薫/V･!)tifji,Lill)

農地系や静 系が尭挙を責めた全国的傾向と異な 野､都

:●. ･.･ ∴∴･● リ.∴ ! . ､

: ∴ . -:, ■.一･●∴ . ∫. -. 一 ･

i .I..､. . {:.･ ､ ∴ ･ ･.･

: :.一 ･.1古 - '. ･- ､ ∴ '/,､ ･..

･･･ :~-;(.J: ､･.I.I:‥lI●-.･' ･. .1･f -

2き重陽基盤整備のための転摺

産業系以外では､全国的傾向と同様に､文教系､公園系､

インフラ系､住居系など､入口回復で必要となった生活基

盤-の転用が多く確認されたO尚､全国的簡閲と違 う瑚 ま､

官公庁系が少ない点､文教系ではjj､･中 ･高校 (全国的傾

向では東学8高専摘 呈多uj魚､インフラ薫では上下索道 ∈全
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対象としているため比較 しがたいが､本研究で明 らかをこな
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- 一 一 ● 一 一 一一 一
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どを背景に､転用が盛んに行われた樽定職時期があった窃

二j) :-:/I.:')I.･tlA/･lJ.･転 :HJ.ir:㍗/,I.I:I1-':'･_:ll/!.㍗ ::.l
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なり､処分免職過半は民間であったOまた､公的機関でも

殆どが公共団体で､園が処分先のケ-弟は限られていた0

.-i?･ 巨∴し/･l}:j;1I(:j品 ト ./･j.L品 三､丁､丁..!l:i.･TJ'T;一一i･,I.:rT.,･:/

､

(対民間)､譲尊く対虫索団体∋が主要な処分方法であった0

●､ ､ ●

番で釘処分方陰の太きな特徴である｡

Ii､T･:_;/宜 ､′hL:1't章こ

~ ∴ ､ ･ -､ I. ･

一 一 一 ● 一 一t ､ ■
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以上､旧軍港市確都市における旧翠済鰻の転周実態に誓

､ - ● - ● 一､ 一

旧撃落市に特有の研棚 として､今後は返還跡地碍綱

などにも取り組む必要がある｡

【‡粧主】
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